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た｡ 永田 忍の本論文はこの段階を一歩進め, 実際の核力と核の変形との関係を直接にしらべようとする
野心的な試みによってえられた結果を発表したものである0












点がえられることを示しているo M g 24 で計算された結果は核力のうち中心力の部分が変形をおこす主な
力となっていることを示しているが,G am m el-T haler のポテンシャルをとった場合, 非中心力すなわちテ
ンソル力, スピンー 軌道結合力も相当に寄与し, これらを無視すれば安定な変形がえられないことが示さ














体として集団運動, すなわち回転および振動を行なう｡ 前者に関しては近年 B rueckner らが実際の核力を
用いてその性質が少なくとも原理的には理解できることを示したが, 後者, すなわち原子核の集団運動は
従来現象論的に論じられているにすぎず,したがってなぜに原子核が変形し,集団運動を行なうかというこ




との確信をもち,その手はじめに,例として軽い原子核で回転準位をもつものとして M g乏4 核の変形を核力





く用いられているいわゆる G am m el-T haler ポテンシャルであったが, このポテンシャルのうち,中心力の
部分, テンソル力の部分およびスピンー 軌道結合力の部分のいずれがどのようにきくかという吟味も行な











参考論文は4 編提出されていて,その4 は主論文の要旨でふれたように,永田 忍がその協力者の助力に
より,彼の着想を数値的に発展させたものである｡参考論文その 1 は原子核の集団運動を内部運動と非回転
的な表面運動との結合と見る立場から核の有効慣性能率の大きさを説明しようとしたものであり, その 2
は核変形と回転運動の起源を系の- ミル トン関数の分離という立場から論じ, 従来の核回転に与えられて
いた諸説の問の関連を示 したものである｡その 1 ,その 2 はともに多粒子系の運動学的考察を高度に推 しす
すめたものとして意義のある研究であるO永田 忍はこれらの研究を通 じて,さらに問題の本質に近づこう
とする意欲によって王論文の研究にすすんだのである｡ 参考論文その 3 は中間子理論によってえられる核
力のテンソル力の部分がいわゆるスピンー 軌道結合力の少なくとも主な原因となっていることを示 した歴
史的な業績の結果であって, 沢田達郎, 笹川辰弥, 玉垣良三との共著の論文であるが, その研究において
永田 忍は有力な一員として協力したのである｡ 永田 忍はこれらの研究において核力理論の理解を深め,
それがやはり主論文の研究に入る大きい力となったと考えられる｡
要するに, 永田 忍はその堅実な研究態度と冷静な状勢分析により, 常に原子核理論のもっとも重要な
問題をとらえ, これを精力的に追求することによって理論の発展に重要な寄与をつづけてきたのである｡
特に主論文は単に 1 個の例題としてではなく, 今後の研究の発展の新 しい分野をひらく魁として重要な地
位を占めるものと確信する｡ よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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